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11/8　第５回 平宮護岸アートコンクール開催11/8　第５回 平宮護岸アートコンクール開催

　市内の小中学生２０チーム161名の子どもたちが参加して行なわ
れたアートコンクール。
　秋空の下、白く塗られた護岸のキャンバスに、色とりどりのペンキ
で絵を描く子どもたち。
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新型インフルエンザワクチン接種について新型インフルエンザワクチン接種について新型インフルエンザワクチン接種について

●知っていただきたいこと、ご理解いただきたいこと●●知っていただきたいこと、ご理解いただきたいこと●

うるま市役所 健康支援課（健康福祉センターうるみん内）

1973-3209　　FAX 974-4040
新型インフルエンザ情報はうるま市ホームページでも掲載中です

【 お問い合わせ先 】【 お問い合わせ先 】

各医療機関に確認

｢母子健康手帳」又は「親子健康手帳｣

主治医が発行する｢優先接種対象者証明書」　
＊主治医が接種する場合は不要 

主治医が発行する｢優先接種対象者証明書」　
＊主治医が接種する場合は不要 

｢母子（親子）健康手帳｣又は｢各種健康保険被保険者証｣等、
年齢を確認できるもの

｢母子（親子）健康手帳｣又は｢各種健康保険被保険者証｣等、
年齢を確認できるもの

主治医が発行する｢優先接種対象者証明書」及び「各種健康保険被保険
者証」等、優先接種対象者と同一世帯であることの確認ができるもの　

｢各種健康保険被保険者証｣又は｢住民票｣ 等、年齢が確認
できるもの

｢各種健康保険被保険者証｣と｢運転免許証｣ 又は「住民票」
等、年齢が確認できるもの

10月

接
種
ス
ケ
ジ
�
�
ル

　感染力は強いのですが、多くの

方は軽症のまま回復しており、治

療薬（タミフル、リレンザ）が有効

です。ただし、基礎疾患（慢性呼吸

器疾患・心疾患・腎疾患・肝疾患・

神経疾患・血液疾患・糖尿病・悪性

腫瘍・小児慢性疾患など）を有す

る人や妊婦さんは重症化する可

能性があり、注意が必要です。

　ワクチン接種は多くの方々に重症化予防というメリットをもたらしますが、接種後、
はれたり、熱が出るなどの症状がでるケースもあり、まれではありますが、重篤な症状
を引き起こす可能性もあります。この点をご理解のうえ、個人判断により接種を受けて
いただくようお願いします。

　インフルエンザワクチンの接種が始まっております。内容を良く読み、接種スケジュールに沿って、
順序正しく接種していただきますようご協力お願いいたします。

●新型インフルエンザの特徴●新型インフルエンザの特徴

●ワクチン接種に当たっては効果とリスクを考慮してください●ワクチン接種に当たっては効果とリスクを考慮してください

●接種開始日と場所について●接種開始日と場所について

　今回の新型インフルエンザワ

クチンには重症化を防ぐ一定の

効果が期待されます。ただし、感

染を防ぐ効果は証明されておら

ず、接種したからといって、感染

しないわけではありません。

●ワクチン接種の効果●ワクチン接種の効果

　国内産のワクチンについては

安全性は長年接種されてきた季

節性インフルエンザと同程度と

考えられ、有効性もある程度期待

されます。

　輸入ワクチンに関しては、海外

で承認されていることを前提と

して、有効性・安全性を確認して

から実際の接種を始めます。

●ワクチンの有効性・安全性●ワクチンの有効性・安全性

＊基礎疾患を有する方又は妊婦さんは

　かかりつけの病院に問い合わせて具体的なスケジュール等をご確認ください。

＊必要書類を持参し、予約した医療機関で接種してください。
＊ワクチン接種後は、接種部位が腫れるなどの反応が出ることもあります。

気になる症状が出たり、長引く場合には接種した医師にご相談ください。

　内科、小児科、産婦人科等の医療機関で受けられます。接種に当たってはあらか

じめ、かかりつけ医師に相談し、接種スケジュールを参考に接種をしてください。

●優先的に接種できる方と必要書類について●優先的に接種できる方と必要書類について

●接種までの流れ●接種までの流れ

＊上記以外の方々への接種には、優先対象者への接種状況を踏まえて今後対応していきます。
＊｢基礎疾患（最優先）｣とは、とくに重症化のリスクが高い方々で、一定の基準に該当すると医師が判断した方々です。

●接種費用について●接種費用について

　任意接種のため全額実費です。2回接種の場合1回目（3,600円）、2回目（2,550円）となります。

ただし２回目の接種が１回目と異なる医療機関での接種は3,600円になります。

なお、うるま市では、所得の少ない世帯に対して費用負担の軽減を実施いたします。

＊生活保護世帯、非課税世帯で接種希望の方は送付された【新型インフルエンザワクチン接種費用助成対象

者証明書】を持参し、予約した医療機関で受けることができます。ただし基礎疾患対象者の方は、健康支援

課窓口で確認の上、接種費用助成対象者証明書を発行してもらい、予約した医療機関で受けることができ

ます。

11月 12月 1月 2月 3月 必要書類一覧

10/19

11/16

11/16

中学生、高校生、に相当する者、
高齢者順次

qスケジュールと接種

場所の確認

w必要書類の準備 ＊上記の必要書類一覧を参照し準備してください。

＊接種を実施する医療機関に予約を入れてください。

    接種希望日の２週間前までに予約が必要です 。
e接種の予約

r接種の実施

小学校4〜6年生

優先接種対象者のうち、身体的理由により
予防接種が受けられない方の保護者

＊生活保護世帯、非課税世帯は送付される「接種費用助成対象者証明書」と下記の必要書類を持参してください。

医療従事者

妊　婦

基礎疾患（最優先）

基礎疾患（その他）

幼児（1歳〜就学前）
小学校１〜3年生

1歳児未満等の保護者

基礎疾患をお持

ちの方で、優先

接種対象者に該

当するかどうか

は、主治医に尋

ねましょう。
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特定健診の受け忘れはありませんか？ 
　国保加入者のみなさま、特定健診は受診されましたか？ 
　まだ受けていないという方、今年１年頑張った自分の身体を総点検して、新年も健康で
いきいき過ごせるよう、12月中の健診受診をおすすめ致します。 
 

平成21年3月2日から開始

本庁舎・石川庁舎・勝連庁舎・与那城庁舎どちらでもできます
日　時：12月13日（日）　午前8時30分～午前11時30分、午後1時～午後3時 
会　場：健康福祉センターうるみん

〜集団健診の実施は年内あと１回です〜〜集団健診の実施は年内あと１回です〜

平成21年3月2日から開始

本庁舎・石川庁舎・勝連庁舎・与那城庁舎どちらでもできます
定期的に通院していて集団健診、ドックを受診されていない方は病院での受診がおすすめです。

※事前に病院へ予約してください。

〜病院でも特定健診受診できます〜〜病院でも特定健診受診できます〜

赤道医院・石川クリニック・伊波クリニック・伊禮医院・江洲クリニック・大嶺医院 
川根内科外科・具志川整形外科・すながわ内科クリニック・中山内科医院・名城病院 
平和病院・みのり内科クリニック・与勝あやはしクリニック・与勝病院・よしクリニック 

国民健康保険課　事業係　　TEL 973－3202

市内医療機関 

ちばなクリニック・中部協同病院・中部徳洲会病院・永山脳神経クリニック　など 
市外医療機関 ※市外は国保加入者の利用数の多い病院を掲載しています。 

受診期限迫る！！
受診期限迫る！！

特定健診の受け忘れはありませんか？ 特定健診の受け忘れはありませんか？ 

健診受診の際は、受診券、健康保険証 を持参してください。

〜病院でも特定健診受診できます〜

〜国保人間（脳）ドックの受診は12月末までです〜〜国保人間（脳）ドックの受診は12月末までです〜

医療機関名

川根内科外科

与勝病院

江洲クリニック

ちばなクリニック※

仲宗根クリニック

中部地区医師会立
成人病検診センター

電話番号

974-3025

978-5235

979-1012

939-5477

933-8000

936-8290

人間（脳ドック）指定医療機関 ※直接病院へ予約してください。 

※印の病院は脳ドックも可能です。 

医療機関名

愛聖クリニック

中部徳洲会病院　※

東部クリニック　※

中部協同病院

ハートライフ病院※

電話番号

939-5114

937-1110

932-0111

938-8828

895-3255

健診受診の際は、受診券、健康保険証 を持参してください。

受診券は4月末に送付していますが、紛失された方は再発行いたしますのでお気軽にお電話ください。
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家
族
を
支
援
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
も
兼
ね
た
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
若
年
性
認
知
症
と
は
？

　

認
知
症
は
高
齢
者
の
病
気
。
そ
ん
な

誤
解
を
し
て
い
る
人
が
多
い
。
し
か
し
、

実
は
働
き
盛
り
の
年
代
で
も
認
知
症
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
若

年
性
認
知
症
」。
65
歳
未
満
で
発
症
す
る

認
知
症
の
総
称
で
す
。
認
知
症
は
高
齢

者
だ
け
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
も
し
も
家
族
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

も
し
も
、
家
計
を
支
え
る
働
き
盛
り

の
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
…
。

　

経
済
的
な
問
題
や
心
理
的
ス
ト
レ
ス

は
と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
自
分
た

ち
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
い
ざ
と
い
う

と
き
は
電
話
相
談
を
。

■
次
の
フ
リ
ー
コ
ー
ル
（
無
料
）
ま
で
、

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1
０
８
０
０
─
１
０
０
─
２
７
０
７

・
月
〜
土
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝
日
除
く
）

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

＊
専
門
教
育
を
受
け
た
相
談
員
が
対
応

し
ま
す
。

＊
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

■
運
営
主
体

　

社
会
福
祉
法
人
仁
至
会　

認
知
症
介

護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー
（
愛
知
県
）

　

日
本
は
世
界
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
「
超
高
齢
社
会
」
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

長
生
き
で
き
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
が
、
超
高
齢
社
会
の
重
要
な
課
題
の

ひ
と
つ
で
、
老
後
の
最
大
の
不
安
が
「
認

知
症
」
で
す
。

　
「
認
知
症
」
は
、
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う

る
脳
の
病
気
に
よ
る
も
の
で
、
85
歳
以
上

に
な
る
と
４
人
の
う
ち
１
人
に
認
知
症
の

症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

数
は
今
後
20
年
で
倍
増
す
る
と
も
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

　

認
知
症
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因

で
脳
の
働
き
が
悪
く
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
が
お
こ
り
、
生
活
す
る
う
え
で
支
障

が
出
て
き
て
、
そ
れ
ま
で
で
き
て
い
た
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の

今 
一
緒
に
考
え
よ
う「
認
知
症
」

地域包括支援センター
1973 − 5112

だ
れ
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に

認
知
症
と
高
齢
社
会

私
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
過
ご
せ
る
ま
ち
と
は
？

若
年
性
認
知
症
の
電
話
無
料
相
談

若
年
性
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

【
講
演
会
テ
ー
マ
】

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
育
む
大
切
さ

〜
一
人
ひ
と
り
の
ハ
ー
ト
に

　
　

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
の
灯
を
！
〜

【
と　

き
】平
成
22
年
１
月
21
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】
市
民
芸
術
劇
場

　
　
　

 　

燈
ホ
ー
ル

【
講　

師
】
永な

が
し
ま島　

徹
と
お
る　

氏

栃
木
県
。
Ｎ
Ｐ
０
法
人
「
風
の
詩
」

副
理
事
長
。
日
本
認
知
症
ケ
ア
学
会

評
議
委
員

【
入
場
料
】
無
料

【
申
込
み
期
間
】

　

12
月
21
日
（
月
）
〜

　
　
　
　

平
成
22
年
１
月
15
日
（
金
）

※
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
。

【
申
込
み
先
】

　

う
る
ま
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

      　

  
1
９
７
３
─
５
１
１
２

〜
講
演
会
の
お
知
ら
せ
〜
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お
子
さ
ん
が
元
気
で
す
く
す
く

育
つ
の
は
み
ん
な
の
願
い
。

　

う
る
ま
市
で
は
乳
幼
児
健
診
を

定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
健
診
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

実
は
国
が
定
め
る
定
期
健
診
！
無
料

で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
役
立
つ
育
児
情
報

が
も
ら
え
る
す
ぐ
れ
も
の
な
ん
で
す
。

な
ぜ
健
診
を
受
け
て
ほ
し
い
か　

　

健
診
は
お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
の

節
目
と
な
る
時
期
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
確
認
さ
れ
る
項
目
は
子
ど

も
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
ば
か
り
。
大

き
い
、
小
さ
い
、
で
き
る
、
で
き
な
い

ば
か
り
で
は
な
く
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
成
長
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
ま
た
、
発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ

ん
に
は
、
早
め
の
対
応
で
お
子
さ
ん
に

と
っ
て
良
い
方
向
へ
と
導
く
こ
と
が
で

き
、
見
通
し
を
た
て
て
成
長
を
見
守
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

病
院
受
診
や
保
育
園
健
診
と
の
ち
が

い
は
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
る
こ
と
。

健
診
時
間
は
少
し
必
要
で
す
が
丁
寧
に

病
気
の
早
期
発
見
・
心
身
の
発
達
な
ど
、

お
子
さ
ん
の
健
康
に
つ
い
て
広
く
み
て

い
き
ま
す
。
健
診
後
の
気
が
か
り
に
も

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

乳
児
健
診　
　

　

首
す
わ
り
、
お
座
り
は
で
き
た
か
・

あ
や
す
と
笑
う
な
ど
の
発
育
発
達
面
・

離
乳
食
・
夜
泣
き
な
ど
生
活
リ
ズ
ム
な

ど
の
子
育
て
相
談
。

１
歳
６
か
月
児
健
診

　

一
人
歩
き
の
様
子
・
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
生
活
習
慣
の
気
が
か
り
な

こ
と
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
言
葉

の
発
達
を
積
み
木
や
絵
カ
ー
ド
の
あ
そ

び
を
行
い
な
が
ら
手
や
指
の
動
き
、
理

解
の
仕
方
な
ど
子
ど
も
の
個
性
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

３
歳
児
健
診

　

目
や
耳
の
検
査　

走
る
な
ど
の
身
体

面
、
心
理
面
の
発
達
は
順
調
か
な
ど　

簡
単
な
会
話
・
行
動
面
の
様
子
を
確
認

し
て
社
会
性
の
発
達
を
み
ま
す
。

　

健
診
会
場
で
は
、『
の
び
の
び
相
談
』

と
い
う
窓
口
を
設
け
、
心
理
士
が
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。「
言
葉
が
遅
い
か

な
？
」と
い
っ
た
発
達
面
の
相
談
や
、「
ど

う
し
つ
け
た
ら
い
い
か
な
？
」
と
い
っ

た
子
育
て
に
関
す
る
質
問
、
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
の
育
児
の
悩
み
に
つ
い
て
、

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
お
悩

み
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
当
日
健
診
ス
タ
ッ

フ
ま
で
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
成
長
を

確
認
す
る
場
と
し
て
、『
乳
幼
児
健
康
相

談
』
を
毎
月
第
４
火
曜
日
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
身
長
や
体
重
、
運
動
面
や
社

会
性
な
ど
の
成
長
・
発
達
を
、
定
期
的

に
確
認
で
き
る
機
会
と
な
っ
て
お
り
、

あ
わ
せ
て
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・

心
理
士
へ
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
こ
ち
ら
も
是
非
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　
（
心
理
相
談
は
健
診
以
外
の
日
程
で
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
健
康

支
援
課
ま
で
）

〜 

か
わ
い
い
我
が
子
に
健
診
を
！ 

〜

受
け
て
安
心
☆
子
ど
も
の
健
診
（
乳
児
・
１
歳
６
ヶ
月
児
・
３
歳
児
健
診
）

受
け
て
安
心
☆
子
ど
も
の
健
診
（
乳
児
・
１
歳
６
ヶ
月
児
・
３
歳
児
健
診
）

い
つ
受
け
る
か

①
乳
児
健
診
（
前
期
・
後
期
）

②
１
歳
６
か
月
児
健
診
：
１
歳
６
か
月

〜
１
歳
11
か
月

③
３
歳
児
健
診
：
３
歳
６
か
月
〜
３
歳

11
か
月

※
健
診
は
集
団
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

実
施
日
時
や
実
施
場
所
は
対
象
の

月
年
齢
に
な
っ
た
ら
封
書
で
通
知
し

て
い
ま
す
。

　

小
児
科
医
師
・
歯
科
医
師
・
保
健

師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
・
心
理
士
・

検
査
技
師
・
母
子
保
健
推
進
員
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
で
子
ど
も
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
と
生
活
を
ふ
ま
え
て
保
護
者

の
気
が
か
り
と
不
安
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
や
る
か
な
？　
　

　

身
体
測
定
・
尿
検
査
・
貧
血
検
査
・

問
診
・
診
察
（
内
科
・
歯
科
）・
保
健
相

談
・
心
理
相
談
・
栄
養
相
談
・
歯
科
指

導
な
ど

乳
幼
児
健
診
っ
て
？

健
診
の
内
容
っ
て
？

保
育
所
健
診
と
の
ち
が
い

健
診
の
ポ
イ
ン
ト

心
理
士
よ
り
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老
齢
年
金
等
（
老
齢
ま
た
は
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
）
に
は
、
所
得

税
法
上
、「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税
が

か
か
り
ま
す
（
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

に
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
）。
所
得
税

は
受
け
取
る
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

ま
す
が
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
の

は
年
金
額
が
１
５
８
万
円
以
上
の
方
の

み
で
す
（
65
歳
未
満
の
方
は
１
０
８
万

円
）。

　

所
得
税
に
は
、
納
税
者
の
税
を
負
担

す
る
能
力
に
応
じ
た
課
税
を
行
う
た
め

に
各
種
の
控
除
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
等
に
係
る
源
泉
徴
収
の
際
に

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶

養
親
族
等
申
告
書
（
ハ
ガ
キ
）」（
以
下

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
と
い
う
）
を
社

会
保
険
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、
毎
年

10
月
下
旬
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

か
ら
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
の
方
に

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
出
期
限
は
12
月
上
旬
で
す
。

提
出
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
提
出
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

○
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称
が

変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓

口
と
し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、「
年
金
事
務
所
」
は
、
現
在

あ
る
社
会
保
険
事
務
所
の
建
物
を
そ
の
ま

ま
使
用
し
ま
す
の
で
、
所
在
地
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
社
会
保
険
料
や
社
会
保
険
事
務
所
の
名

義
で
ご
案
内
し
て
い
た
各
種
の
関
係
書
類

は
、
内
容
に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労
働
省

ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の
名
義
で
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

国
民
の
皆
様
方
に
何
ら
か
の
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

○
日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
公

的
年
金
の
運
営
業
務
を
引
き
継
い
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
公
的
年
金
制
度
は
、

国
の
制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政
や
運
営
に

国
が
引
き
続
き
責
任
を
持
つ
こ
と
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

す
み
や
か
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
届
か

な
い
場
合
や
、
な
く
し
て
し
ま
っ
た
場

合
な
ど
に
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
（
℡
９
３
３―

３
４
３
９
）
ま
た
は
市
役
所
年
金
課
（
℡

９
７
３―

５
４
９
８
）、
ま
た
は
「
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」（
０
５
７
０―

０
５―

１
１
６
５
）
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、
所
得

税
の
控
除
を
受
け
る
た
め
の
大
切

な
届
書
で
す
。
申
告
書
が
提
出
さ

れ
な
い
と
、
控
除
申
告
が
な
い
も

の
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会
保

険
庁
は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
、「
日
本
年

金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
の

　
　

提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

　

扶
養
親
族
が
い
な
く
て
も
提

出
は
必
要
で
す
。

　

提
出
を
忘
れ
る
と
所
得
税
が

多
く
ひ
か
れ
て
し
ま
う
の
で
、

気
を
つ
け
て
ね
！



行事案内（12月〜1月初旬）行事案内（12月〜1月初旬）

　図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさ 
んの資料を展示・紹介しています（おすすめ資料）。 

☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからもご覧になれます。

今月のテーマはコレ！

今月のおすすめ資料

図 書 館 休 館 日 

おはなし会

おはなし会
毎月第２土曜日
午後３時〜

図書館スタッフ

おはなしの部屋
12月19日（土）
午前10時30分〜

あかちゃんのための
おはなし会

毎月第3木曜日
午前11時〜

テルテール

フォリエ

親子凧作り 12月27日（日）
午前10時〜

おはなし会
毎月第1・2・3土曜日
午前10時30分〜

先着：幼稚園児 10名
小学1，2年生 10名
場所：石川地区公民館

幼・小学生と保護者30組
材料費：100円
場所：石川地区公民館

第１：コスモスの会
第２：すずの会
第３：石川図書館友の会

毎週金曜日
午前10時30分〜

徳村 律子氏

ラビット

ジャンボかるた
取り大会

１月10日（日）
午前10時〜

12月19日（土）
午前10時30分〜

おはなしパラダイス
「パネルシアターを楽しもう」

行　事 日　時 サークル名等

中
　
央

石
　
川

勝
　
連

　温かいスープや飲み物がおいしい季節になりました。
寒い時期だから味わえる心も体もホッとするスープや飲
み物のレシピ本をたくさん紹介します。 

　温かいスープや飲み物がおいしい季節になりました。
寒い時期だから味わえる心も体もホッとするスープや飲
み物のレシピ本をたくさん紹介します。 

【蔵書点検】勝連図書館：11月28日（土）～12月4日（金） 

中央館／音の世界（一般）

　　　　メリークリスマス♪（児童）

石川館／年末おそうじのツボ！（一般）

　　　　さむーい日のおはなし（児童）

勝連館／温もりのある本との出会い

返し忘れはありませんか？ 返し忘れはありませんか？ 返し忘れはありませんか？ 
　ご自宅に返却期限が過ぎた図書館の本・ビデ
オ・ＣＤなどはありませんか？次に借りたい人
のために返却期限を守り、早めに返すようにしましょう。
借りた資料は、中央館・石川館・勝連館、どの図書館で
も返却できます。ご協力よろしくお願いします。 

も も 心 体 あったまるあったまるあったまる

☆うるま市立図書館ホームページ　http://www.library.city.uruma.lg.jp/☆うるま市立図書館ホームページ　http://www.library.city.uruma.lg.jp/

中央図書館　1974-1112
石川図書館　1964-5166
勝連図書館　1978-4321

 『滋養ポタージュ
で始める

ヨーロッパ薬膳』

オオニシ 恭子　著
講談社

きょうこ

 『おいしい
お茶の基本』

世界文化社

こばやし

にっとうしょいん

・毎週月曜日
・12月23日（水） 天皇誕生日
・12月24日（木） 館内整理日　 
・12月29日（火）～１月３日（日） 年末年始

 『お飲みものは
いかがですか？』

小林 まさみ　著

日東書院

　日本茶、紅茶、ハーブティー、

中国茶、コーヒーのお茶の葉や豆

の特徴、おいしい入れ方のコツと

飲み方のマナーを紹介。お茶の基

本とともに、お茶うけや道具・器

など楽しみ方も提案。 

(一般書)所蔵館　中央

　おいしいコーヒー、和カフェ、

アジアンカフェの味、寒い日にコ

タツで飲みたい飲みものなどを紹介。

コーヒー、お茶、ジュース、お酒

などを使った楽しいドリンクレシ

ピが満載。 

(一般書)所蔵館　中央

　ヨーロッパ薬膳ポタージュを食

べて、心も体もほっこり、ふんわり。

美肌に効果があるもの、かぜや疲

れを感じたときに効くものなど、

野菜で作る51のスープレシピを紹

介します。 

(一般書)所蔵館　中央

　作る時も食べる時も、スープは

ほっとした気持ちにさせてくれます。

あり合わせの材料を煮るだけの素

朴なものから、気張って揃えた材

料を下ごしらえして煮込むごちそ

う風まで紹介。 

(一般書)所蔵館　勝連

　ブイヤベース、酸辛湯、そばが

きのみぞれ汁…。洋風、和風、ア

ジアンなどなど、好みに合わせて

選べるように、メニューをめいっ

ぱい掲載。スープで素材の栄養ま

るごといただきます！ 

(一般書)所蔵館　石川

　「星の王子さま」からは、お星

さまのパプリカスープ。「ヘンゼ

ルとグレーテル」からは、カステラ・

いちごスープ…。絵本から飛び出

した、カラダもココロもあったま

る魔法のスープレシピ集。 

(一般書)所蔵館　中央

  『具だくさんの
     あったかスープ』

井上 由香理　料理

成美堂出版

いのうえ　 ゆ　か　 り

せいびどうしゅっぱん

  『絵本の中の
  幸せスープレシピ』

東條 真千子　著

辰巳出版

とうじょう   ま　ち　こ

たつみしゅっぱん

  『ほっ、とスープ』

河村 みち子　著
ＳＳコミュニケーションズ

かわむら

としょかんだよりとしょかんだより

�1�月号　広報うるま �009



  
は
じ
め
に

　

桃
原
は
宮
城
島
の
南
西
に
位
置
し
、
水
路

を
隔
て
て
平
安
座
島
北
側
と
相
対
す
る
。
集

落
の
後
方
は
、
上
原
の
高
台
を
ひ
か
え
て
よ

い
腰
当
（
ク
サ
テ
ィ
）
と
な
り
、
冬
は
金
武

湾
か
ら
の
北
風
を
防
ぎ
、
夏
は
太
平
洋
か
ら

の
涼
風
が
吹
く
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
た
位
置

に
あ
る
。

　

こ
の
地
に
平
安
座
島
を
は
じ
め
、
浜
比
嘉

島
、
首
里
な
ど
か
ら
人
々
が
移
り
住
み
、
当

初
は
上
原
の
一
部
と
し
て
屋
取
が
形
成
さ

れ
、
大
正
５
年
に
上
原
か
ら
行
政
区
と
し
て

分
離
し
た
。
桃
原
は
漁
業
も
盛
ん
で
あ
っ
た

が
耕
地
が
狭
い
た
め
、
人
々
は
長
い
年
月
を

か
け
て
農
地
の
拡
張
に
努
力
し
て
き
た
。
そ

の
造
成
法
は
「
フ
チ
カ
チ
」
と
呼
ば
れ
、
海

岸
に
木
竹
を
た
て
て
組
み
、
大
雨
で
後
方
の

傾
斜
地
か
ら
流
れ
て
く
る
土
砂
を
食
い
止
め

て
土
地
を
広
げ
て
い
っ
た
。
フ
チ
カ
チ
の
フ

チ
は
、
方
言
で
「
ヤ
ー
フ
チ
ュ
ン
（
家
を
建

て
る
）」
の
フ

チ
と
考
え
ら

れ
る
が
海
岸

の
淵
（
端
）

と
も
解
さ
れ

る
。カ
チ
は
木

竹
で
組
ま
れ

た
垣
根
の
こ

と
で
あ
る
。

9 広報うるま �009　1�月号　

桃と
う
ば
る原

（
ト
ゥ
バ
ル
）

上空から見た桃原 写真提供：寺下昌信氏

うるま市地名散歩  12  名嘉山　兼宏

箇
段
は
当
原
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
堂
原
・

道
原
と
書
い
て
「
ト
ー
バ
ル
」「
ド
ー
バ
ル
」

と
呼
ぶ
と
き
も
あ
る
。
た
だ
「
ド
ー
バ
ル
」

の
と
き
は
意
味
が
違
う
場
合
が
あ
る
。
地
名

研
究
家
の
久く

で

け

ん

手
堅
憲の

り
お夫
氏
は
「〈
上
り
口
説
〉

に
出
て
く
る
大
道
松
原
や
北
谷
町
砂
辺
の
大

道
原
は
〈
弓
な
り
に
撓た

わ

ん
だ
地
形
の
土
地
〉」

と
し
て
い
る
。

　

ト
ゥ
（
ー
）
原
の
意
味

　

ト
ゥ
（
ー
）
原
と
は
、
平
坦
地
の
こ
と
で

方
言
で
は
平
坦
に
な
ら
す
こ
と
を
「
ト
ー

ミ
ー
ン
」
と
か
「
ト
ー
ナ
ス
ン
」
と
い
う
。

狭
小
で
平
野
の
少
な
い
沖
縄
だ
が
農
業
や
生

活
に
便
利
な
平
坦
な
と
こ
ろ
が「
ト
ゥ（
ー
）」

と
呼
称
さ
れ
地
名
と
し
て
の
数
も
多
く
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
桃
原
も
平
坦
地
に
あ
る

こ
と
か
ら
「
ト
ウ
バ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
『
沖
縄
風
土
記
全
集
』（
国
頭
村
編
）
は
、

国
頭
村
の
桃
原
に
つ
い
て
「
他
の
大
方
の
部

落
に
は
山
は
つ
き
も
の
だ
が
、
こ
の
部
落
は
、

周
囲
が
平
地
で
、
山
の
か
げ
は
一
つ
も
な
い
」

と
、
ト
ウ
バ
ル
地
名
の
特
徴
を
記
述
し
て
い

る
。
ト
ウ
原
は
、
そ
の
平
坦
な
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
上
り
下
り
の
人
生
の
綾
に
例
え
ら
れ

て
多
く
の
琉
歌
に
詠
わ
れ
た
。

「
若
さ
ひ
と
時
の
通
い
路
の
空
や　

闇
の
さ

く
ひ
ら
も
車
た
う
原
」（
早
作
田
節
）

（
若
い
こ
ろ
の
恋
人
の
も
と
に
通
う
路
は
、

闇
夜
の
谷
や
坂
で
あ
っ
て
も
平
坦
な
路
と
同

じ
よ
う
な
も
の
で
何
の
苦
に
も
な
ら
な
い
）

  

平
宮
の
誕
生

　

か
つ
て
桃
原
か
ら
屋
慶
名
に
渡
る
に
は
、

桃
原
港
か
ら
定
期
船
、
あ
る
い
は
干
潮
時
に

徒
歩
で
平
安
座
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
ま
た
船

を
利
用
し
た
り
、
徒
歩
で
渡
る
と
い
う
交
通

の
不
便
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
１
９
７
１
年

に
本
島
と
平
安
座
を
結
ぶ
海
中
道
路
が
完
成

し
、
１
９
７
５
年
に
は
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
石
油
備
蓄

基
地
）
建
設
の
た
め
、
平
安
座
島
と
宮
城
島

間
の
海
岸
が
埋
め
た
て
ら
れ
「
平
宮
」
が
誕

生
し
た
。

　

平
宮
は
平
安
座
島
の
「
平
」
と
宮
城
島
の

「
宮
」
の
字
か
ら
つ
け
ら
れ
た
地
名
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
今
で
は
、
海
中
道
路
か
ら
平

安
座
、
平
宮
、
そ
こ
か
ら
水
路
に
架
け
ら
れ

た
橋
を
渡
る
と
桃
原
と
な
り
、
平
宮
の
誕
生

に
よ
っ
て
、
交
通
の
不
便
さ
が
解
消
さ
れ
た
。

  

多
い
ト
ゥ
（
ー
）
原
地
名

　

桃
原
地
名
は
、
以
前
に
は
県
内
で
字
名
だ

け
で
も
十
指
余
を
数
え
た
（『
角
川
日
本
地

名
大
辞
典
』：
沖
縄
県
）、『
沖
縄
地
名
総
集
』

（
大お

お
し
ろ城
盛せ

い
こ
う光
編
著
）
か
ら
桃
原
・
当
原
・
堂
原
・

當
原
な
ど
、
ト
ー
原
系
の
地
名
を
拾
い
上
げ

る
と
１
６
０
余
り
を
こ
え
、
し
か
も
国
頭
村

か
ら
周
囲
の
島
々
や
宮
古
島
・
石
垣
島
・
与

那
国
島
ま
で
全
県
的
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

　

ト
ー
原
の
ト
ー
は
、
一
般
的
に
「
桃
」
や

「
当
」
が
あ
て
ら
れ
、
本
市
内
に
は
、
字
名
の

桃
原
を
は
じ
め
、
小
字
と
し
て
津
堅
・
浜
・

平
安
座
・
東
恩
納
に
桃
原
地
名
が
あ
り
、
兼

  

潟が
た

・
阿あ

ぎ

ち

ゃ

ば

る

下
茶
原

　

先
述
の
フ
チ
カ
チ
に
よ
っ
て
干
拓
さ
れ
た

土
地
（
仕し

あ

け

ち

明
地
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
干
拓
者

の
名
前
を
と
っ
て
「
・
・
・
潟
」
な
ど
と
呼

ば
れ
た
。

　

潟
と
は
、
広
辞
林
（
三
省
堂
）
に
よ
れ
ば

「
q
潟せ

き
こ湖
、
w
遠
浅
の
海
で
満
潮
に
隠
れ
干

潮
に
現
わ
れ
る
所
。
ひ
が
た
。」な
ど
と
あ
る
。

潟
は
日
常
の
生
活
圏
に
あ
り
、
昔
か
ら
人
々

と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
き
た
。
海
に
囲
ま

れ
沖
縄
で
は
今
話
題
の
泡
瀬
干
潟
を
は
じ
め

多
く
の
潟
が
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
単
に

潟
原
と
か
潟
と
い
っ
て
い
る
。

　

桃
原
に
は
ウ
ブ
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る
共
同
井

戸
が
あ
っ
た
が
、
湧
水
に
乏
し
く
、
戦
後
し

ば
ら
く
し
て
集
落
北
の
金
武
湾
側
の
崖
下
の

阿
下
茶
原
に
あ
る
水
源
地
か
ら
簡
易
水
道
が

敷
設
さ
れ
、
１
９
７
６
年
４
月
に
本
島
と
同

じ
よ
う
に
給
水
さ
れ
る
ま
で
、
集
落
の
重
要

な
水
資
源
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
ア
ギ
チ
ャ
」
の
ア
ギ
は
、「
陸
・
崖
」

を
意
味
し
、
チ
ャ
は
下
が
転
訛
し
た
も
の
で

阿
下
茶
原
は
「
崖
の
下
の
と
こ
ろ
」
と
い
う

意
味
に
な
る
。

　

北
部
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら
れ
る

「
カ
ヌ
チ
ャ
」
は
外
来
語
の
感
を
受
け
る
が
、

そ
の
語
源
は
「
川
の
下
」
で
あ
る
。「
カ
ワ

ノ
シ
タ
」
→
「
カ
ー
ヌ
シ
タ
」
→
「
カ
ヌ
シ
タ
」

→
「
カ
ヌ
シ
チ
ャ
」
→
「
カ
ヌ
チ
ャ
」
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。



う
る
ま
市
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
架
け
橋
に 

う
る
ま
市
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
架
け
橋
に 

平
成
　
年
度
　
う
る
ま
市
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業 

21

永
年
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
叙
勲
を
受
章 

永
年
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
叙
勲
を
受
章 

平
成
　
年
　
秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

21

高江洲 義竹 氏 

（栄野比） 
矯正業務功労 
元法務教官 

たか   え    す   よしたけ 

＝
瑞
宝
単
光
章
＝ 

大兼 良守 氏 

（喜屋武） 
警察功労 
元県警部 

おおかね  よしもり 

森根　勇 氏 

（与那城屋慶名） 
矯正業務功労 
元法務事務官 

もりね　　いさむ 

＝
従
六
位
瑞
宝
双
光
章
＝ 

上
門
　
清 

氏
　
勝
連
平
安
名 

　
元
小
学
校
校
長
（
10
月
６
日
逝
去
） 

う
え
じ
ょ
う
　
き
よ
し 

＝
正
六
位
＝ 

山
根
　
勉 

氏
　
与
那
城
屋
慶
名 

　
元
与
那
城
町
長
（
９
月
13
日
逝
去
） 

や
ま
ね
　
　
つ
と
む 

＝
旭
日
単
光
章
＝ 

＝
瑞
宝
単
光
章
＝ 

叙
位
叙
勲 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

佐久田 朝孝 氏 

（与那城） 
行政相談功労 
行政相談委員 

さ　く　だ  ちょうこう 

＝
瑞
宝
双
光
章
＝ 

石川 善一 氏 

（石川東恩納） 
地方自治功労 
元うるま市議 

いしかわ  よしかず 

＝
旭
日
小
綬
章
＝ 

柴
引
武
信 

氏
　
勝
連
浜 

　
元
勝
連
町
議
（
５
月
21
日
逝
去
） 

し
ば
ひ
き 

た
け
の
ぶ 

秋
の
叙
勲 

島袋市長から委員一人ひとりへ委嘱状を交付

　11月5日、市役所議会全員協議会室において行政改
革推進委員会（第３期）の委員委嘱状交付式が行われ、
島袋市長から委員一人ひとりに委嘱状が手渡されま
した。
　委嘱状交付の後、委員互選による会長、副会長の
選出などが行われ、会長に照屋寛之氏（沖国大教授）、
副会長に伊波洋氏（石川曙区自治会長）が選出され
ました。照屋会長は「行革は待ったなしです。我々
14名が知恵を絞りながら、ほかの自治体から見ても
上手くいっていると思われるように、市民の立場か
ら行政に関わっていきましょう。」とあいさつしまし
た。任期は２年間。委員の氏名など詳細はホームペー
ジ（http://www.city.uruma.lg.jp/2/1149.html）
からご確認ください。

指導農業士認定報告 11/12

スポレクみやざき優勝報告 11/11

ママさんバレー 
おきぎんカトレアカップ優勝報告 

11/10

第35回県畜産共進会種畜部門（種豚） 
団体優勝報告 

市民の立場から行革をチェック 
行政改革推進委員へ委嘱状を交付 

約100人が参加して作業が行われました

　11月18日、石川土地改良区域にある肥前川遊水池
周辺で、除草、草刈り等の作業（主催：中部農林土
木事務所・石川土地改良区）が行われました。
　県営ため池等整備事業で造成された同遊水池が、
市民の憩いの場として利用できるようにと地域の農
家や企業も参加し、約２時間の共同作業に汗を流し
ました。

行政と地域が連携し、肥前川を清掃 
石川地区肥前川遊水池維持管理作業 

　第22回全国スポーツ・
レクリエーション祭ス
ポレクみやざき2009が
10月17日から20日の間
行なわれました。
　大会のゲートボール
種目に県代表として市
具志川チームが出場し、
決勝リーグで１位を勝ち取りスポレク賞を受賞しました。

　市与那城伊計で農業
を営む平 政邦さんが、
地域農業の振興や栽培
技術の向上など、日頃
の取り組みが認められ、
県知事から指導農業士
の認定を受け、その報
告のために関係者らと
共に市役所を訪れました。

　第35回沖縄県畜産共
進会が11月5、6日の両日、
八重瀬町の南部家畜市
場で開かれ、種豚の部の
団体で、見事うるま市が
優勝を収めました。また、
肉用牛、種豚の部で、市
内の5人の方が優秀賞を
受賞しました。優秀賞受賞者は次のとおりです。
種豚の部
　大石根良枝、中村キミ子、田原千恵子、池宮城宏
肉用牛の部
　長嶺由秀

　8月23日に那覇市民
体育館で行なわれた大
会決勝で、市内で活動す
るママさんバレーボー
ルチームＬＩＮＥが見
事勝利を収め、２年ぶり
２度目の優勝を収めま
した。チームは11月20日
から宮崎県で開催される九州大会へ出場します。

　
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
永
年
に
わ
た
っ
て
尽
力
さ

れ
、多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
や
叙
位
叙
勲
及
び

警
察
官
や
自
衛
官
ら
危
険
性
の
高
い
仕
事
に
従
事
し
た
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

11/8

たいら　 せい ほう

　うるま市では、市出身の海外移住者子弟を研修生
として受け入れています。この事業は、研修を通して
郷土うるま市の現状や沖縄の伝統、文化等を理解し
てもらい、移住先国の発展に寄与する人材の育成や
国際交流を図ることを目的に実施しています。
　今年は、９月９日から12月3日の約３か月間、ブラ
ジルから比嘉門 秀樹 ビトルさんを研修生として受
け入れており、秀樹さんは市内企業の視察や沖縄市
内にあるヒスパニック文化センターで、他市町村の
研修生と共に日本語と日本・沖縄の文化について学
んでいます。

名前　比嘉門 秀樹 ビトル
祖父が与那城上原の出身。日系３世。

ひがじょう　  ひでき

年齢　26歳
趣味　カメラ、音楽鑑賞

三線の研修を受ける比嘉門さん（前列左）

て  る  や　ひろゆき

い　  は  ひろし

いけみやぎ ひろした は ら　ち　え　こなかむらお お い し ね　よしえ

ながみね  よしひで
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う
る
ま
市
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
架
け
橋
に 

う
る
ま
市
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
架
け
橋
に 

平
成
　
年
度
　
う
る
ま
市
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業 

21

永
年
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
叙
勲
を
受
章 

永
年
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
叙
勲
を
受
章 

平
成
　
年
　
秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

21

高江洲 義竹 氏 

（栄野比） 
矯正業務功労 
元法務教官 

たか   え    す   よしたけ 

＝
瑞
宝
単
光
章
＝ 

大兼 良守 氏 

（喜屋武） 
警察功労 
元県警部 

おおかね  よしもり 

森根　勇 氏 

（与那城屋慶名） 
矯正業務功労 
元法務事務官 

もりね　　いさむ 

＝
従
六
位
瑞
宝
双
光
章
＝ 

上
門
　
清 

氏
　
勝
連
平
安
名 

　
元
小
学
校
校
長
（
10
月
６
日
逝
去
） 

う
え
じ
ょ
う
　
き
よ
し 

＝
正
六
位
＝ 

山
根
　
勉 

氏
　
与
那
城
屋
慶
名 

　
元
与
那
城
町
長
（
９
月
13
日
逝
去
） 

や
ま
ね
　
　
つ
と
む 

＝
旭
日
単
光
章
＝ 

＝
瑞
宝
単
光
章
＝ 

叙
位
叙
勲 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

佐久田 朝孝 氏 

（与那城） 
行政相談功労 
行政相談委員 

さ　く　だ  ちょうこう 

＝
瑞
宝
双
光
章
＝ 

石川 善一 氏 

（石川東恩納） 
地方自治功労 
元うるま市議 

いしかわ  よしかず 

＝
旭
日
小
綬
章
＝ 

柴
引
武
信 

氏
　
勝
連
浜 

　
元
勝
連
町
議
（
５
月
21
日
逝
去
） 

し
ば
ひ
き 

た
け
の
ぶ 

秋
の
叙
勲 

島袋市長から委員一人ひとりへ委嘱状を交付

　11月5日、市役所議会全員協議会室において行政改
革推進委員会（第３期）の委員委嘱状交付式が行われ、
島袋市長から委員一人ひとりに委嘱状が手渡されま
した。
　委嘱状交付の後、委員互選による会長、副会長の
選出などが行われ、会長に照屋寛之氏（沖国大教授）、
副会長に伊波洋氏（石川曙区自治会長）が選出され
ました。照屋会長は「行革は待ったなしです。我々
14名が知恵を絞りながら、ほかの自治体から見ても
上手くいっていると思われるように、市民の立場か
ら行政に関わっていきましょう。」とあいさつしまし
た。任期は２年間。委員の氏名など詳細はホームペー
ジ（http://www.city.uruma.lg.jp/2/1149.html）
からご確認ください。

指導農業士認定報告 11/12

スポレクみやざき優勝報告 11/11

ママさんバレー 
おきぎんカトレアカップ優勝報告 

11/10

第35回県畜産共進会種畜部門（種豚） 
団体優勝報告 

市民の立場から行革をチェック 
行政改革推進委員へ委嘱状を交付 

約100人が参加して作業が行われました

　11月18日、石川土地改良区域にある肥前川遊水池
周辺で、除草、草刈り等の作業（主催：中部農林土
木事務所・石川土地改良区）が行われました。
　県営ため池等整備事業で造成された同遊水池が、
市民の憩いの場として利用できるようにと地域の農
家や企業も参加し、約２時間の共同作業に汗を流し
ました。

行政と地域が連携し、肥前川を清掃 
石川地区肥前川遊水池維持管理作業 

　第22回全国スポーツ・
レクリエーション祭ス
ポレクみやざき2009が
10月17日から20日の間
行なわれました。
　大会のゲートボール
種目に県代表として市
具志川チームが出場し、
決勝リーグで１位を勝ち取りスポレク賞を受賞しました。

　市与那城伊計で農業
を営む平 政邦さんが、
地域農業の振興や栽培
技術の向上など、日頃
の取り組みが認められ、
県知事から指導農業士
の認定を受け、その報
告のために関係者らと
共に市役所を訪れました。

　第35回沖縄県畜産共
進会が11月5、6日の両日、
八重瀬町の南部家畜市
場で開かれ、種豚の部の
団体で、見事うるま市が
優勝を収めました。また、
肉用牛、種豚の部で、市
内の5人の方が優秀賞を
受賞しました。優秀賞受賞者は次のとおりです。
種豚の部
　大石根良枝、中村キミ子、田原千恵子、池宮城宏
肉用牛の部
　長嶺由秀

　8月23日に那覇市民
体育館で行なわれた大
会決勝で、市内で活動す
るママさんバレーボー
ルチームＬＩＮＥが見
事勝利を収め、２年ぶり
２度目の優勝を収めま
した。チームは11月20日
から宮崎県で開催される九州大会へ出場します。

　
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
永
年
に
わ
た
っ
て
尽
力
さ

れ
、多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
や
叙
位
叙
勲
及
び

警
察
官
や
自
衛
官
ら
危
険
性
の
高
い
仕
事
に
従
事
し
た
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

11/8

たいら　 せい ほう

　うるま市では、市出身の海外移住者子弟を研修生
として受け入れています。この事業は、研修を通して
郷土うるま市の現状や沖縄の伝統、文化等を理解し
てもらい、移住先国の発展に寄与する人材の育成や
国際交流を図ることを目的に実施しています。
　今年は、９月９日から12月3日の約３か月間、ブラ
ジルから比嘉門 秀樹 ビトルさんを研修生として受
け入れており、秀樹さんは市内企業の視察や沖縄市
内にあるヒスパニック文化センターで、他市町村の
研修生と共に日本語と日本・沖縄の文化について学
んでいます。

名前　比嘉門 秀樹 ビトル
祖父が与那城上原の出身。日系３世。

ひがじょう　  ひでき

年齢　26歳
趣味　カメラ、音楽鑑賞

三線の研修を受ける比嘉門さん（前列左）

て  る  や　ひろゆき

い　  は  ひろし

いけみやぎ ひろした は ら　ち　え　こなかむらお お い し ね　よしえ

ながみね  よしひで

11 広報うるま �009　1�月号



1212 月号　広報うるま 2009

i n f o r m a t i o n

子
育
て

子
育
て
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

子
育
て
は
大
仕
事
！
心
の
向
き
を
ち
ょ
っ

と
変
え
て
み
る
と
コ
コ
ロ
軽
く
、
笑
顔
に
な

れ
る
、
そ
ん
な
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん

か
？

【
講　

師
】
心
理
療
法
士　

真ま

え

だ
栄
田
絵え

ま麻 

氏

【
テ
ー
マ
】「
泣
き
笑
い
子
育
て
体
験
談
☆
笑

療
法
士
の
超
楽
し
い
子
育
て
の
コ
ツ
教
え
ま

す
！
」

【
と　

き
】
12
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
受
付

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

【
と
こ
ろ
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

　
　
　
　

３
階
ホ
ー
ル

【
対　

象
】
子
育
て
中
の
親
御
さ
ん

【
定　

員
】
１
０
０
人
（
申
し
込
み
は
不
要
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
の
対
応
あ
り
ま
す
。

※
乳
幼
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
防
止
の

た
め
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

参
加
ご
本
人
、
ご
家
族
等
に
発
熱
や
咳
な

ど
風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
は
参
加
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
尚
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

蔓
延
の
状
況
に
よ
り
開
催
が
で
き
な
い
場
合

は
う
る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

年
末
・
年
始
の
家
庭
ご
み
の
収
集
及

び
し
尿
汲
み
取
り
等
に
つ
い
て

【
ご　

み
】

○
年
末
は
12
月
31
日
（
木
）
ま
で
収
集
し
ま

す
。

○
年
始
は
１
月
４
日
（
月
）
か
ら
収
集
し
ま

す
。

○
個
人
搬
入
は
12
月
31
日
（
木
）
午
後
４
時

ま
で
搬
入
出
来
ま
す
。
搬
入
許
可
証
を
市

役
所
環
境
課
で
12
月
28
日
（
月
）
ま
で
に

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
ご
み
に
つ
い
て
、
各
許
可
業
者
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
し　

尿
】

○
年
末
は
12
月
31
日
（
木
）
午
前
中
ま
で
（
た

だ
し
、石
川
地
区
は
12
月
29
日（
火
）ま
で
。）

○
年
始
は
１
月
４
日
（
月
）
か
ら
汲
取
り
し

ま
す
。

※
12
月
末
に
か
け
て
は
、
混
み
合
い
ま
す
の

で
早
め
の
清
掃
依
頼
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
支
援
課

９
７
３
｜
３
２
０
９

環
境
課

９
７
３
｜
５
５
９
４

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告

に
つ
い
て

　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
の
事
業

等
を
さ
れ
て
い
て
、
土
地
や
家
屋
以
外
で
事

業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
（
償

却
資
産
）
を
う
る
ま
市
内
に
所
有
し
て
い
る

方
、
並
び
に
市
内
の
事
業
所
に
リ
ー
ス
さ
れ

て
い
る
方
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況

を
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。（
地
方
税
法
第
３
８
３
条
）

　

申
告
用
紙
に
つ
い
て
は
12
月
中
に
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
届
か
な
い
場
合
や
新
規
に
事

業
を
始
め
た
場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
後
日
郵
送
い
た
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
能
で
す
。

【
申
告
期
間
】
平
成
22
年
１
月
４
日
（
月
）
〜

１
月
29
日
（
金
）

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
の
間
は
除
く
）

【
受
付
場
所
】
本
庁
舎
２
階　

資
産
税
課

尚
、
最
終
日
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
主
な
償
却
資
産
の
例

　

駐
車
場
の
舗
装
路
面
、
駐
車
装
置
（
タ
ー

ン
テ
ー
ブ
ル
、
機
械
部
分
）
屋
外
給
排
水
設

備
、緑
化
施
設
、受
変
電
設
備
、外
灯
、フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
等
の
大
型
特
殊
自
動
車
、
応
接

セ
ッ
ト
、
ロ
ッ
カ
ー
、
金
庫
、
パ
ソ
コ
ン
、

看
板
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、
厨
房
設
備
等
々

資
産
税
課

９
７
３
｜
５
３
９
４

平
成
22
年 

う
る
ま
市
成
人
式

【
と　

き
】　

平
成
22
年
１
月
10
日
（
日
）

　

開
場
午
後
２
時
30
分　

開
式
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】
具
志
川
総
合
体
育
館

【
対　

象
】
う
る
ま
市
在
住
の
平
成
元
年
４

月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

平
成
22
年 

新
春
交
歓
会
の
お
知
ら
せ

【
と　

き
】
平
成
22
年
１
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
後
３
時
〜
５
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
具
志
川
総
合
体
育
館

【
会　

費
】
２
，
０
０
０
円
（
当
日
受
付
）

※
多
数
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

平
成
22
年 

う
る
ま
市
消
防
出
初
め
式

の
お
知
ら
せ

（
式
典
及
び
展
示
訓
練
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
等
）

【
と　

き
】
平
成
22
年
１
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
後
２
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場

　

燈
ホ
ー
ル
及
び
正
面
駐
車
場

社
会
教
育
課

　
９
７
８
｜
２
２
２
７

消
防
本
部　

総
務
課

　
９
７
５
｜
２
０
０
５

市
新
春
交
歓
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
９
７
３
｜
５
０
７
９（
秘
書
広
報
課
内
）
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i n f o r m a t i o n

第
５
回
う
る
ま
市
産
業
ま
つ
り
及
び
第
11
回

全
沖
縄
や
ま
い
も
勝
負
の
開
催
に
つ
い
て

　

本
市
で
生
産
及
び
２
次
加
工
さ
れ
る
物
産

を
一
堂
に
展
示
し
、
生
産
意
欲
の
高
揚
と
市

民
の
市
産
品
に
対
す
る
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
広
く
内
外
に
紹
介
し
、
市
産
業
の
発
展
・

振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
と　

き
】

産
業
ま
つ
り

　

12
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

や
ま
い
も
勝
負

　

12
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
表
彰
式
含
む
）

【
と
こ
ろ
】　

石
川
庁
舎
周
辺

観
光
課

　
９
６
５
｜
５
６
３
４

後
期
高
齢
者
医
療
（
長
寿
医
療
）
保
険
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
（
長
寿
医
療
）
保
険
料

が
従
来
の
金
融
機
関
に
加
え
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
（
郵
便
局
）
か
ら
も
口
座
振
替
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
希
望
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
所
得
に
応
じ
て
計
算

さ
れ
ま
す
。
ま
だ
、
所
得
申
告
（
平
成
20
年

中
の
収
入
）
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
う
る
ま

市
役
所
市
民
税
課
へ
、
確
定
申
告
に
つ
い
て

は
沖
縄
税
務
署
で
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

※
未
申
告
だ
と
、
保
険
料
の
算
定
が
で
き
な

い
た
め
、
保
険
料
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年末年始の交通安全県民運動実施！
　年末年始の交通安全県民運動が 12 月
21 日（月）より平成 22 年 1 月 4 日（月）
までの 15 日間実施されます。

「飲酒運転しない させない 
　　　　 ゆるさない環境づくり」

※交通量の増加する師走です、急がず・焦ら
ず・譲り合いの心で、交通ルールとマナー
を守り、明るく交通事故のない新年を！

飲酒運転 NO！いけません！
　
「ちょっとくらいなら、いいか・・・」と
いう安易な気持ちで運転して事故を起こ
した場合、加害者も被害者も家族も大変
な思いをすることになります。
「酔ってないよ甘い考えが一生後悔する。」
「仕事も、家庭もなくす、飲酒運転。」

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

　

平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
が
12
月
31
日
現

在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
製
造

業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
、

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政

施
策
の
基
礎
資
料
や
企
業
・
大
学
な
ど
で
の

研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
12
月
中
旬
か
ら

来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
各
事
業
所
を

訪
問
し
ま
す
。
お
忙
し
い
時
期
と
は
思
い
ま

す
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

住
宅
防
音
工
事
を
実
施
し
た
住
宅
に

つ
い
て

　

沖
縄
防
衛
局
か
ら
補
助
金
の
交
付
を
受
け

住
宅
防
音
工
事
を
実
施
し
た
住
宅
や
冷
暖
房

機
及
び
換
気
扇
を
処
分
制
限
期
間
が
経
過
し

な
い
う
ち
に
解
体
す
る
場
合
、
模
様
替
え
す

る
場
合
、
譲
渡
す
る
場
合
、
交
換
す
る
場
合
、

貸
し
付
け
る
場
合
、
又
は
担
保
に
供
す
る
場

合
に
は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
ア
パ
ー
ト
等
の
借
家
人
が
補
助
事

業
者
と
し
て
住
宅
防
音
工
事
を
実
施
し
た
場

合
に
引
越
を
す
る
際
に
お
い
て
は
、
建
物
所

有
者
に
補
助
事
業
者
と
し
て
の
責
務
を
継
承

す
る
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ま
ず
沖
縄
防
衛

局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

企
画
課

　
９
７
３
｜
５
０
０
５

事
業
主
の
皆
様
へ
優
遇
措
置
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
企
業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
き
、

申
請
の
あ
っ
た
該
当
事
業
者
に
対
し
、
雇
用

奨
励
金
の
交
付
及
び
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
う
る
ま
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

【
対
象
事
業
】

　

製
造
業
・
道
路
貨
物
運
送
業
・
こ
ん
包
業
・

卸
売
業
・
電
気
業
・
機
械
修
理
業
・
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
業
等

◎
雇
用
奨
励
金
制
度

【
条　

件
】
従
業
員
が
５
人
以
上
の
企
業
で
、

本
市
に
お
け
る
操
業
開
始
の
日
か
ら
２
年
以

内
に
、
１
年
以
上
の
常
時
雇
用
で
市
内
在
住

者
を
新
規
採
用
し
て
い
る
者
。
雇
用
保
険
に

加
入
し
て
い
る
者
。

【
奨
励
金
の
額
】
対
象
従
業
員
１
人
に
つ
き

５
万
円
以
内
（
た
だ
し
、
１
人
に
つ
き
１
回

限
り
）

【
申
請
書
の
提
出
期
限
】
操
業
開
始
の
日
か
ら

３
年
以
内

◎
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

【
条　

件
】
市
内
に
取
得
価
格
が
１
千
万
円
以

上
の
施
設
・
設
備
等
を
新
設
ま
た
は
増
設
し

た
青
色
申
告
者
に
対
し
、
当
該
設
備
若
し
く

は
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
た
だ
し
、
そ
の

取
得
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
建

物
の
建
設
の
着
手
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）

に
係
る
固
定
資
産
税
に
つ
き
、
最
初
の
年
度

以
降
５
年
間
課
税
を
免
除
す
る
。

【
申
請
書
の
提
出
期
限
】
課
税
年
度
の
最
初
の

日
の
属
す
る
年
の
１
月
31
日

商
工
課

　
９
６
５
｜
５
６
１
１

国
民
健
康
保
険
課 

老
人
医
療
係

　
９
７
３
｜
３
２
０
２

沖
縄
防
衛
局　

住
宅
防
音
課

　
９
２
１
｜
８
１
５
０

・うるま市交通安全推進協議会
・市民生活課　1 ９７３−５４８７



e
石
油
基
地
前

　
　

所
在
地　

与
那
城
平
宮
４
付
近

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
課　

1
９
６
５ 

｜
５
６
１
１

　

沖
電
気
工
業
株
式
会
社

　
　
（
担
当
：
白
木
、
浜
口
、
清
水
）

　

1
０
４
６ 

｜
８
４
７ 

｜
５
１
４
１

農
家
（
農
業
従
事
者
）
の
皆
様
へ

　

農
業
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
方
は
、
毎

年
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
な
け
れ
ば
原
則
と

し
て
権
利
を
行
使
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の

と
お
り
登
録
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
選
挙
権
】

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
者

・
う
る
ま
市
に
住
所
を
有
す
る
者

・
年
齢
が
20
歳
以
上
の
者

・
10
ア
ー
ル
（
１
，
０
０
０ 
g
）
以
上
の
農

地
に
つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
（
同
居

の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
す
る
者
を
含
む
。）

【
申
請
手
続
】
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
選
挙
管
理
委
員

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】
平
成
22
年
１
月
４
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
10
日

※
申
請
用
紙
は
、
各
自
治
会
事
務
所
、
農
業

　

委
員
会
及
び
選
挙
管
理
委
員
会
に
準
備
し

　

て
あ
り
ま
す
。
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i n f o r m a t i o n

総
務
省
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
特
区
事
業
」
で
の

う
る
ま
市
内
実
証
実
験
に
つ
い
て

　

う
る
ま
市
指
定
の
総
務
省
の
ユ
ビ
キ
タ
ス

特
区
事
業
（
観
光
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
快
適

走
行
支
援
カ
ー
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
）
の
実
証
実

験
を
12
月
７
日
（
月
）
か
ら
12
月
24
日
（
木
）

の
期
間
に
市
内
で
実
施
予
定
で
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
電
波
を
使
っ
た
実
験
を

次
の
通
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
実
験
に
伴
う
テ
レ
ビ
視
聴
な
ど
へ
の
影

響
は
無
い
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
万
が

一
、
本
実
験
期
間
中
に
本
実
験
が
原
因
と
思

わ
れ
る
テ
レ
ビ
視
聴
障
害
等
が
発
生
し
ま
し

た
ら
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際
、

住
所
な
ど
お
住
ま
い
の
場
所
を
特
定
で
き
る

情
報
、
支
障
発
生
日
時
と
可
能
で
あ
れ
ば
Ｕ

Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
向
き
（
東
西
南
北
の
方
向
）

も
合
わ
せ
て
ご
連
絡
頂
け
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
実
験
日
程
】

　

12
月
14
日
（
月
）
〜
12
月
19
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
実
験
日
程
は
、
諸
事
情
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
等
が
発
生
し

た
場
合
は
、
自
治
会
掲
示
板
等
で
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

【
実
験
場
所
】
次
の
３
地
点
か
ら
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯

電
波
を
発
射
致
し
ま
す
。

q
田
場

　
　

所
在
地　

田
場
２
８
０
｜
１
付
近

w
大
田　

具
志
川
運
動
公
園

　
　

所
在
地　

大
田
４
７
１
｜
１
付
近

商
工
課

９
６
５
｜
５
６
１
１

う
る
ま
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

《
素
案
》
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
の
お

お
む
ね
20
年
後
の
都
市
像
と
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
示
す
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
、
各
協
議
会
・
委
員
会
等
を
行
い
、

検
討
を
重
ね
て
《
素
案
》
を
作
成
致
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、《
素
案
》
に
つ
い
て
広
く

市
民
や
う
る
ま
市
に
関
わ
る
方
々
に
公
表
し

ご
意
見
等
お
聞
き
し
ま
す
。

【
意
見
募
集
期
間
】

　

11
月
25
日
（
水
）
〜
12
月
25
日
（
金
）

【
応
募
対
象
者
】

q
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

w
市
内
に
存
す
る
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有

す
る
個
人
若
し
く
は
法
人
そ
の
他
の
団
体

e
市
内
に
存
す
る
事
務
所
又
は
事
業
所
に
勤

務
す
る
者

r
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
者

t
市
内
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
も
の

y
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
に
係
る
事

案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
も
の

【
公
表
・
閲
覧
場
所
】　

q
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
石
川
庁
舎　
　

都
市
計
画
課

e
本
庁
舎　
　
　

市
民
課
窓
口

r
勝
連
庁
舎　
　

市
民
課
窓
口

t
与
那
城
庁
舎　

市
民
課
窓
口

※
各
庁
舎
で
の
閲
覧
は
、
土
・
日
・
祝
祭
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
に
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

９
７
３
｜
４
３
３
２

９
６
５
｜
５
６
０
８

【
意
見
提
出
方
法
】

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
及
び
各
閲
覧
場
所
に
用

意
し
て
あ
る
様
式
で
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

Ｅ
メ
ー
ル
（
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
）

に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

う
る
ま
市
役
所　

都
市
計
画
課

う
る
ま
市
石
川
石
崎
一
丁
目
１
号

Ｆ
Ａ
Ｘ　

 

９
６
５
｜
３
５
６
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tokei-ka@
city.urum

a.lg.jp

う
る
み
ん
商
品
券
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

　

う
る
み
ん
商
品
券
の
有
効
期
限
は
平
成
21

年
12
月
31
日
で
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
商
品
券
を
お
持
ち
の
方
は
早
め
に
取

扱
店
舗
に
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

都
市
計
画
課

９
６
５
｜
５
６
２
０

う
る
ま
市
商
工
会

９
７
３
｜
１
０
０
０
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平
成
22
年
う
る
ま
市
名
産
品
等
候
補

申
請
の
受
付

　

う
る
ま
市
で
は
、
う
る
ま
市
名
産
品
等
選

定
要
綱
を
制
定
し
、
名
産
品
、
特
産
品
、
推

奨
品
の
選
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
市
で

生
産
・
製
造
さ
れ
る
生
産
品
に
つ
い
て
、
う

る
ま
市
名
産
品
等
の
選
定
を
受
け
た
い
と
希

望
す
る
事
業
者
（
生
産
者
）
は
、
次
の
と
お

り
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
用
紙
に
つ
い
て
は
、
観
光
課
の
窓
口

に
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
う
る
ま
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【
対　

象
】

　

市
内
事
業
者
・
生
産
者
（
う
る
ま
市
内
で

製
造
、
生
産
を
行
っ
て
い
る
者
）

【
受
付
場
所
】　

石
川
庁
舎
１
階　

観
光
課

【
受
付
期
間
】

　

12
月
１
日
（
火
）
〜
12
月
25
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
祭
日
及
び
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
の
時
間
を
除
く

観
光
課

　
９
６
５
｜
５
６
３
４

募　

集

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
初
級
編
）
受
講
者
募
集

　

う
る
ま
市
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
指

し
、
全
く
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
か
ら
受
講
で

き
る
講
座
で
す
。

【
と　

き
】

午
前
の
部
（
午
前
10
時
〜
正
午
）

　

q
平
成
22
年
１
月
５
日
（
火
）

　

w
平
成
22
年
１
月
12
日
（
火
）

午
後
の
部
（
午
後
６
時
〜
午
後
８
時
）

　

e
平
成
22
年
１
月
７
日
（
木
）

　

r
平
成
22
年
１
月
14
日
（
木
）

q
〜
r
か
ら
希
望
日
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

※
初
級
編
は
、
継
続
し
て
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

【
と
こ
ろ
】　

石
川
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

   
舞
天
館
（
石
川
２
３
１
３
｜
３
）

【
定　

員
】　

10
名

【
受
講
料
】　

無
料

パ
ソ
コ
ン
初
級
受
講
者
募
集

　

中
高
年
の
生
活
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
入
門

【
対　

象
】
55
歳
以
上
の
初
心
者

【
期　

間
】
１
月
12
日
〜
３
月
30
日

　

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時　

【
と
こ
ろ
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

【
定　

員
】
30
名
程
度

【
受
講
料
】
６
，
０
０
０
円
（
３
か
月
分
）

【
教
材
費
】
１
，
２
６
０
円

【
受
付
日
時
】
12
月
15
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

た
だ
し
、
定
員
に
達
し
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
受
付
場
所
】
じ
ん
ぶ
ん
館　

ロ
ビ
ー
に
て

【
問
合
せ
先
】
沖
縄
ハ
イ
サ
イ
ネ
ッ
ト
事
務

所(

コ
リ
ン
ザ
３
階)

※
電
話
で
の
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

※X
P

,　

O
ffi

ce2
0

0
7

使
用

泊
高
等
学
校
通
信
制
課
程
生
徒
募
集

　

県
立
泊
高
等
学
校
通
信
制
課
程
で
は
、
平

成
22
年
度
の
生
徒
募
集
を
行
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
高
校
進
学
を
断
念
な
さ
っ
て

い
る
方
々
に
も
高
校
卒
業
の
資
格
を
得
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
本
校
通
信
制
課
程

は
、
レ
ポ
ー
ト
（
報
告
課
題
）
作
成
と
毎

週
日
曜
日
ま
た
は
月
曜
日
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
（
面
接
授
業
）
出
席
、
定
期
考
査
を
経
て
、

単
位
を
修
得
し
て
高
校
の
卒
業
を
目
指
し
ま

す
。
現
在
10
代
か
ら
70
代
ま
で
の
生
徒
の
み

な
さ
ん
が
勉
強
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度

の
募
集
要
項
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
本
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
募
集
要

項
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
対　

象
】

・
一
般
入
学

中
学
校
卒
業
見
込
み
、
中
学
校
卒
業
、
高
校

中
退
の
者
、
そ
の
他

・
転
入
学

現
在
高
校
に
在
学
中
の
者
（
休
学
中
含
む
）

沖
縄
県
立
泊
高
等
学
校
通
信
制
課
程

　
８
６
８
｜
１
２
３
７

【
入
学
願
書
受
付
期
間
】
平
成
22
年
２
月
10
日

（
水
）
〜
12
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
泊
高
等
学
校
通
信
制
課
程

那
覇
市
泊
３
丁
目
19
番
地
の
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　

 

８
６
８
｜
０
６
１
８

http://w
w

w
.tom

ari-h.open.ed.jp

石
川
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
舞
天
館

　
９
８
２
｜
５
２
５
４

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
ハ
イ
サ
イ
ネ
ッ
ト

　
９
２
９
｜
１
２
２
０

危険物取扱者試験の案内
【試　 　 験 　 　 日】平成22年２月７日(日）午前10時開始
【試 験 の 種 類】甲種、乙種(第１から第６類）、丙種
【受験願書受付期間】12月11日(金）〜12月18日(金)
【受験案内書配布先】各消防本部、沖縄県宮古事務所総務課、
　　　　　　　　　　消防試験研究センター
【お問い合わせ先】（財）消防試験研究センター沖縄県支部
　　　　　　　　　　那覇市旭町116−37自治会館６階
　　　　　　　　　　1９４１−５２０１
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う
る
ま
市
地
域
防
災
計
画
（
修
正
案
）

へ
の
意
見
募
集
に
つ
い
て

　
う
る
ま
市
で
は
、
市
の
防
災
行
政
の
基
本

と
な
る
「
う
る
ま
市
地
域
防
災
計
画
」
を
平

成
17
年
度
に
作
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
作
成

か
ら
５
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
防
災
に
関
す
る
制
度
の
改
正
な
ど

が
行
わ
れ
、
現
状
と
現
行
の
計
画
が
整
合
し

な
い
部
分
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
円
滑
な
防
災
行
政
の
推
進
の

た
め
、
現
行
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

現
行
計
画
の
見
直
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
う
る
ま
市
地
域
防
災
計
画
（
修
正
案
）」
と

し
て
ま
と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
計
画

（
修
正
案
）
に
対
し
て
、
ご
意
見
等
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
の
計
画
（
修
正
案
）
を
見
直
し

す
る
際
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
期　

間
】
平
成
21
年
12
月
16
日
（
水
）
〜

　
　
　
　

  

平
成
22
年
１
月
20
日
（
水
）

【
閲
覧
場
所
】
本
庁
３
階　

総
務
課　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
対　

象
】

　

う
る
ま
市
に
住
所
を
有
す
る
方
、
う
る
ま

市
内
に
勤
務
す
る
方
、
う
る
ま
市
内
に
通
学

す
る
方
、
う
る
ま
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所

を
有
す
る
個
人
若
し
く
は
法
人
そ
の
他
団
体

【
意
見
等
の
提
出
方
法
】

　

ご
意
見
等
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
・
直
接
持
参
な
ど
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
な
ど
口
頭
で
の
ご
意
見
等
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

様
式
は
、
自
由
で
す
が
、
題
名
に
は
、「
う

る
ま
市
地
域
防
災
計
画
（
修
正
案
）
へ
の
意

見
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
に
対
す
る

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
別
に
回
答
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

後
日
、
改
め
て
市
の
考
え
方
と
し
て
ま
と

め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予

定
で
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
ご
意
見
等
を
公
開
す
る
場
合
、
住

所
や
氏
名
等
、
個
人
を
特
定
で
き
る
よ
う

な
も
の
は
一
切
公
開
い
た
し
ま
せ
ん
。）

【
提
出
先
】

う
る
ま
市
役
所
総
務
課
防
災
係

う
る
ま
市
み
ど
り
町
１ 

｜ 

１ 

｜ 

１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

９
７
３
｜
９
８
１
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　

  soum
u-ka@

city.urum
a.lg.jp

【
提
出
期
限
】
平
成
22
年
１
月
20
日
（
水
）　

　
　
　
　
　

  

午
後
５
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

総
務
課

９
７
３
｜
０
６
０
６

◆申込方法
q スポーツエントリーからの申込は、次のとおりです。
　 http://www.sportsentry.ne.jp（別途エントリー料がかかります。）
w 事前申込は、事前専用申込書 1 枚につき、4 名まで記

入し、お近くの郵便振替でお申込みください。
  ・ 参加登録費とあわせて手数料（120 円）もお支払いください。
 ・郵便等によるお申込みは取り扱っておりません
◆大会期日及び集合場所
　2010 年３月６日（土）・７日（日）　
　うるま市石川屋内運動場
◆申込期間
　事前申込 2009 年 11 月 30 日（月）〜 2010 年 1 月 29 日（金）
　当日申込 2010 年 3 月 6 日（土）・７日（日）
◆参加登録費

ウォーキングフェスタ
第２回 環金武湾第２回 環金武湾

ウォーキングフェスタ
　特別募集とは、中学校を卒業後、高校進学の機会
がなかった勤労者に対して、高校教育を受ける機会
を与えようとする制度で学力検査が免除になります。

【出願資格】勤労者等で満 20 歳以上の者
　　　　　　（平成 22 年 3 月 31 日現在）

【出願期間】・平成 22 年 2 月８日（月）
　　　　　　午前９時〜午後５時
　　　　　・平成 22 年 2 月 9 日（火）
　　　　　　午前９時〜午後４時

【検査期日】平成 22 年３月 10 日（水）
・県立中部農林高等学校定時制　
　　　作文  午前 11 時 15 分〜午後 12 時 5 分
　　　面接  午後 1 時 10 分〜午後 2 時
・県立コザ高等学校定時制　午後 1 時〜

【選抜方法】作文、面接、調査書及び提出書類

【合格発表】平成 22 年 3 月 16 日（火）

【お問い合わせ】（午後２時〜午後５時）
・県立中部農林高等学校定時制　1 ９７３−３５７８
・県立コザ高等学校定時制　1 ９３７−３５６３

お 問 合 せ
　環金武湾ウォーキングフェスタ実行委員会事務局

　（財）おきなわ健康長寿研究開発センター
　うるま市字江洲 602 江洲クリニック １階

　1975-2186　http://www.okikenju.or.jp　

１日参加 ２日参加 当日参加
大　　　人 1,000 円 2,000 円 1,500 円
高校生以下 200 円 300 円 200 円
小学生未満 無　料

・小学生以下は、保護者同伴とし、保育所等の団体参加の場合
は引率者同伴とします。

・介助が必要な方は、介助者同伴とします。
・参加登録費には、傷害保険料が含まれます。

中部農林高等学校・コザ高等学校
定時制課程　特別募集

中部農林高等学校・コザ高等学校
定時制課程　特別募集

か ん き ん わ ん

高
たか

　見
み

　知
ち

　佳
か

イメージキャラクター
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受 講 料無料

受講生募集中！

子育て中の方でも安心して参加できます。
コールセンター分野受講者向けに、託児所を併設！
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◆市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第２木曜日　午後２時〜午後４時
　【ところ】石川庁舎（1階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1時受付開始

　【と　き】毎月第 4木曜日　午後 2時〜午後 4時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2階市民生活課　午後 1時受付開始

※先着 8名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は先着８
名までとなっておりますので、お早めにご来庁ください。窓
口が大変込み合い相談を受けることが出来ない場合がありま
すので予めご了承ください。

うるま市民無料相談所の開設うるま市民無料相談所の開設

【人権相談】
近隣のトラブル、家庭内のもめごと､ いじめ､ 体罰な
ど人権問題でお困りの方。

【行政相談】
国の行政や特殊法人についての苦情や意見・要望を受
け付けます。

【消費者相談】
マルチ商法やＳＦ商法（沖縄では「ハイハイ学校」）
などの悪質商法、架空請求や金融問題 (多重債務 ) 等
に対するトラブル等について消費生活専門員が対応し
ます。市民の皆さん一人で悩まず相談してください。

※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

連絡先：市民生活課　　 973-5487

　

ま
た
、
法
務
局
沖
縄
支
局
で
は
、
土
日
祝

祭
日
を
除
い
て
人
権
相
談
所
が
毎
日
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

那
覇
地
方
法
務
局
沖
縄
支
局

　

沖
縄
市
知
花
６
丁
目
７
番
５
号

　

1
９
３
７
｜
３
２
７
８

う
る
ま
市
役
所
市
民
生
活
課

　

1
９
７
３
｜
５
４
８
７

人
権
擁
護
委
員
に
徳
本
紀
子
氏
を
委
嘱

　

こ
の
度
、
法
務
大
臣
よ
り　

本
紀
子
氏
が

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
、
前
任
の

佐さ

し

だ
次
田
秀ひ
で
と
し敏
氏
に
は
感
謝
状
が
届
き
ま
し

た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
住
民
が
人
権

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

啓
発
活
動
や
、
法
務
局
や
市
役
所
な
ど
の
公

共
施
設
等
に
お
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人

権
相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活
動
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
う
る
ま
市
で
は
、
毎
月
１
回
人

権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
課

９
７
３
｜
５
４
８
７

と
く
も
と
の
り  

こ

◆人権相談　
【と　き】平日 午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分
【ところ】那覇地方法務局沖縄支局　1937-3278　
◆行政相談　

【と　き】平日 午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分
【ところ】沖縄行政評価事務所　1867-1100
◆消費者相談

【と　き】毎週水曜日　午前 10 時〜午後 4 時
【ところ】市役所本庁１階　市民相談室
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i n f o r m a t i o n

ご寄付・ご寄贈ありがとうございます

消防活動状況 （平成21年10月）

425 件
399 人

3 件

救急出場件数
搬送人員
火災件数
（　）は平成 21年１月からの累計。

（4,302件）
（4,023人）
（50件）

＋ 109
＋ 66
＋ 43
＋ 70

117,857 人
58,815 人
59,042 人
43,783 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

2009年 11月 1日 前月比

市
民
サ
ー
ビ
ス
評
価
・
平
成
21
年
度

第
２
四
半
期
（
７
〜
９
月
）
分
の
公
表

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
評
価
（
市
民
意
見
）
に
対

す
る
回
答
の
一
部
（
概
略
）
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。
評
価
の
全
容
、詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
各
庁
舎
玄
関
ロ
ビ
ー
の
掲
示
資
料
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
石
川
歴
史
民
俗
資
料
館
を
図
書
館
と
同
じ

よ
う
に
午
後
７
時
ま
で
開
け
て
欲
し
い

平
和
資
料
展
（
宮
森
小
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事

故
50
年
目
）
を
見
に
来
た
の
で
す
が
、
夕
方

５
時
で
閉
館
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の

人
た
ち
に
知
ら
せ
る
た
め
、
せ
め
て
図
書
館

と
同
じ
く
午
後
７
時
ま
で
開
け
て
ほ
し
い
で

す
。
夕
方
５
時
ま
で
だ
と
、
土
、
日
し
か
来

ら
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
ご
来
館
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
常
設

展
、
企
画
展
と
も
多
く
の
方
に
ご
覧
頂
き
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
資
料
館
の
開

館
時
間
は
、
規
則
に
よ
り
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
（
火
〜
日
）
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
石
川
地
区
図
書
館
の
開
館
は
午
前
10
時

〜
午
後
７
時
（
火
〜
金
）、
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
（
土
・
日
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

規
則
で
は
開
館
時
間
を
変
更
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
図
書
館
と
資
料
館

の
複
合
施
設
の
有
効
性
を
考
え
、
企
画
展
に

際
し
て
は
、
開
館
時
間
の
変
更
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
常
時
の
開

行
政
改
革
推
進
室

９
７
３
｜
５
４
０
３

☆池
いけはら

原　トミ 様（石川曙）より10万円の寄付
☆新

あらかき

垣　初
は つ え

枝 様（字塩屋）より３万円の寄付
☆久

く ぼ た

保田　時
と き え

江 様（与那城西原）より36,500円の寄付
☆上

う え ず

江洲　 剛
たけし

 様（字兼箇段）より10万円の寄付
☆大

おおみね

嶺　自
じ き ち

吉 様（字川崎）より10万円の寄付

☆新
あらかき

垣　初
は つ え

枝 様（字塩屋）より５万円の寄付
☆伊

い は

波　善
よ し お

雄 様（石川曙）より５万円の寄付
☆上

う え ず

江洲　 剛
たけし

 様（字兼箇段）より10万円の寄付
☆石

いしかわ

川　文
ふ み こ

子 様（字天願）より５万円の寄付
☆照

て る や

屋　和
か ず こ

子 様（字豊原）より５万円の寄付
☆大

おおみね

嶺　自
じ き ち

吉 様（字川崎）より10万円の寄付
☆山

やまざと

里　俊
と し こ

子 様（勝連平敷屋）より５万円の寄付
☆株式会社キョウリツ 様（石川東恩納）より５万円の寄付 
☆うるま警察署職員 様（字大田）より３万円の寄付

うるま市の人口 

うるま市社会福祉協議会へ

うるま市育英会へ

館
時
間
に
つ
き
ま
し
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
尚
、
資
料
館
は
、
公
休
日

は
開
館
し
て
お
り
、
翌
日
が
振
替
休
館
と
な

り
ま
す
。

（
教
育
部
文
化
課
・
石
川
歴
史
民
俗
資
料
館
）

訂正とお詫び
　広報うるま 11 月号の 20 ページに掲
載しました「駐留軍等労働者を事前募
集します」で誤りがありました。下記
のとおり訂正してお詫び申し上げます。

（誤）
・【応募資格】
　沖縄県在住の満 15 歳以上の方
・労務管理機構のホームページ
　（http://lom.go.jp）を開き・・・
（正）
・【応募資格】
　沖縄県在住の満 18 歳以上の方
・労務管理機構のホームページ
　（http://lmo.go.jp）を開き・・・

◎あなたも救命のリレーに参加しませんか。
※ＡＥＤは誰でも使える救命の道具です、応急手当
講習会を受講して使い方を覚えましょう！

大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。



GalaConcert
カルテット・スピリタス  サックス四重奏

Program
J.S バッハ：管弦楽組曲第一番
リュエフ：四重奏の為のコンセール
N. ロータ：ロミオとジュリエット～愛のテーマ
L. シフリン：ミッションインポッシブル
G. ガーシュイン：ラプソディ・イン・ブルー　他
※都合により演奏曲目が変更になる場合がございます。

2009 12/19sat

開場 18：00 開演 18：30
入場料　一般:1,500円（当日:2,000円）【全席自由】

うるま市教育委員会主催： （財）地域創造助成：
沖縄県、南城市、石垣市、北谷町協力：
エフエム沖縄、琉球放送、沖縄テレビ、琉球新報社、
沖縄タイムス社、うるま市文化協会

後援：

響ホール

プレイガイド《リウボウ、コープあぷれ、普久原楽器、沖縄市民小劇場あしびなー、石川会館、うるま市民芸術劇場、うるま市役所売店、きむたかホール》

お問合せ　うるま市民芸術劇場　TEL 098-973-4400


